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４月28日(日)に執行された泉南市長選挙（投票率36.31％）にお

いて、３選を果たした向井通彦
むかいみちひこ

泉南市長の初登庁が行われ、市役

所玄関ロビーでは約100人の市民や職員が温かい拍手で向井市長

を迎えました。

花束を贈られた向井市長は、「こころを新たにし、全力で市政

運営にあたりたい‥」と力強く抱負を語りました。

（５月10日）

こころ新たに３期目発進！
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市町村合併は、２１世紀の新しいまちづくりです。

単に市町村の枠を取り払うためのものではなく、旧市

町村がもっていたそれぞれの地域の人材、文化、産業

等の資源を有機的に連携・活用しながら、新しいまち

づくりを行う絶好の機会です。

今までの市町村の枠にとらわれた地域振興策を越え

て、新しい枠組みの中で、新機軸として新しい発想に

立ったまちづくりが可能となります。また、広域的な

視点に立ったサービスの提供により、今までとは異な

る質の高い住民サービスの提供が可能となるといえる

でしょう。

▼地方分権により、市町村の果たす役割がたいへん重

要となってきています＝市町村が国の指示や命令を待

たずに、自らの責任と判断で行政の施策・サービスの

内容を決定し実施していく、いわゆる地方分権が現実

に歩み始めています。つまり、総合的に住民サービス

の提供の責任を負う市町村には、地域の特性を十分に

活かした、個性豊かで活力に満ちたまちづくりの実現

が強く期待されています。

▼多様化・高度化する需要に対する市町村の的確な対

応が求められています＝

交通通信網等の発達によ

り、住民の活動範囲は、

市町村の枠を越えて飛躍

的に広がっています。そ

こでは、様々な公共施設

をひとつに整備したり、

近隣住民が相互に利用で

きるようにすることや、

市町村の枠を越えた土地

利用など、広域的なまち

づくりや施策に対するニ

ーズが高まっています。

さらに今日、市町村には、少子高齢化や環境問題、情

報化の進展などにともない、新たな問題が発生してい

ます。

▼市町村の行財政基盤の充実が求められています＝

国・地方を問わず、現在の財政状況が危機的であるこ

とは言うまでもありませんが、さらに今後、地方交付

みんなで考えよう！未来のまちづくり　魅力ある地域のために‥
平成12年４月に地方分権一括法が施行され、地方自治の自主的・主体的な取り組みの必要性が問われる中で、

市町村は環境問題や少子高齢化、国際化、情報化と、多様化・高度化する課題に直面するなど、行政をとりまく

環境は大きく変わろうとしています。また、厳しい財政状況のもと、効率的かつ効果的な行財政運営が重要とな

っています。

このような中で、国においては合併特例法の改正や、市町村合併推進本部を設置するなど、市町村合併を進め

る姿勢がますます明らかになってきています。そして今、全国の３分の２以上の市町村においても何らかの形で

合併問題に取り組んでいます。また、一方では、地方分権の受け皿としての観点、効率的な行財政運営の観点か

ら広域連合等による広域行政のしくみを活用しています。

明日の泉南市を考えるためにも、市民の皆さんに合併・広域行政ということを身近な問題として考えていただ

くことが重要となっています。『合併って、広域行政って？』をシリーズでお伝えすることで、合併・広域行政

について市民の皆さんとともに考えていきたいと思います。

▼問合せ＝政策推進課（(83)０００１・内線349・287）

合併って、広域行政って？
シリーズ：その１シリーズ：その１

§　合併ってどういうことですか　§§　合併ってどういうことですか　§

§　どうして今§　どうして今、、市町村合併なの　§市町村合併なの　§

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
鳴滝解放会館
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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□こころ新たに３期目発進　　
…1

□合併って、広域行政って
…2～3

□情報ＢＯＸ …4～9
□information（お知らせ）

…10～17
□人権シリー…18～19
□健康コーナ…20～21
□まちかどスナップ

…22～23
□ふるさと歴史紀行

…24

泉南市の人口（４月末現在）
人口‥‥‥‥65,190人
男‥‥‥31,843人
女‥‥‥33,347人

世帯数‥‥22,937世帯

税の減額や人口減少による税収の伸び

悩みなども見込まれ、国・地方の財政

状況には、相当厳しいものがあると考

えられています。

このような状況の下で、市町村が現

在の行政サービスの水準を将来にわた

って維持していくためには、「体力」を

強化しつつ、より一層簡素で効率的な

行財政運営を行うことが必要です。

このような課題に対応するため、泉

南市としても行政運営の効率化や財政

運営の健全化など、行財政改革に積極

的に取り組んでいます。しかし、１市

単独での努力では限界がありますし、

さらに、国・地方を問わない厳しい財

政状況を考えれば、より抜本的な方策

を講じる必要性がますます強くなって

きています。

地方分権の進展などにより、市町村

で実施する住民サービスが増えており、

市町村では住む人のニーズを的確に把

握し、より効率よく業務をこなす努力

をしなければなりません。

限られた財源や人材を効率よく使う

ため、いくつかの市町村が連携し、共

同でできるところは共同して広域行政

を進めていくことが必要です。

次号（広報せんなん７月号）では、

「広域行政って？」や「なぜ広域行政が

必要なの？」等広域行政について、ま

た引き続き、合併についてはそのメリ

ット、デメリットについて紹介してい

きたいと思います。

みんなで考えよう！

未来のまちづくり



▼
と
き
＝
六
月
十
一
日(

火)

午

後
一
時
半
〜
四
時
四
十
分
▼
と

こ
ろ
＝
テ
イ
ジ
ン
ホ
ー
ル
（
大

阪
市
中
央
区
南
本
町
一
の
六
の

七
・
06
・
６
２
６
８
・
３
１
３

１
）
▼
内
容
＝
▽
お
お
さ
か
環

境
賞
表
彰
式
他
▽
講
演
・
大
阪

の
水
、
世
界
の
水
〜
第
三
回
世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
割
〜

（
講
師
は
尾
田
栄
章

お
だ
し
げ
あ
き

さ
ん
・
第
三

回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

長
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
定

員
＝
三
〇
〇
人
▼
申
込
み
＝
電

話
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
〒
五
三
〇
・
六
六

九
一
大
阪
市
北
区
中
之
島
六
の

二
の
二
七
・
中
之
島
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
二
十
七
階
・
地
球
環
境
関

西
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
（
06
・

６
４
４
４
・
０
５
５
０
／
06
・

６
４
４
４
・
０
６
１
１
）
ま
で

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
循
環
型
社

会
推
進
環
境
管
理
課
（
06
・
６

９
４
１
・
０
３
５
１
）

あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
し
て
、
英
語
に
ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
十
二
日(

水)

〜

七
月
二
十
四
日(

水)

ま
で
の
毎

週
水
曜
日
午
後
四
時
〜
四
時
五

十
分
（
全
七
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市

内
の
小
学
二
、
三
年
生
▼
定

員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
六
月
八
日(

土)

（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
に
参
加
者
氏
名
、
保
護
者
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
・
組
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市

樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少

年
セ
ン
タ
ー
（
(82)
５
４
２
５
）

へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
（
(84)
３
５
０
０
）

▼
と
き
＝
六
月
十
二
日(

水)

午

後
一
時
半
〜
四
時
十
分
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
商
工
会
会
議
室
▼

内
容
＝
▽
助
成
金
制
度
の
活
用

方
法
（
講
師
は
中
隆
廣

な
か
た
か
ひ
ろ

さ
ん
・

社
会
保
険
労
務
士
）
▽
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
の
知
識
と
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
に
つ
い
て

（
講
師
は
北
出
光

き
た
で
ひ
か
る

さ
ん
・
商
工
会

事
務
局
長
、
社
会
保
険
労
務
士
）

▼
定
員
＝
十
五
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
お
電
話
で
、
泉
南
市

商
工
会
（
(83)
６
３
６
５
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
十
五
日(

土)

、

二
十
二
日(

土)

、
二
十
九
日(

土)

の
各
日
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
四
年
生

〜
六
年
生
▼
定
員
＝
二
十
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
六
月
八

日(

土)

（
必
着
）
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
参
加

者
・
保
護
者
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
・
組

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
(82)
５
４
２
５
）
へ
▼
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３
５
０

０
）新

草
会
（
山
野
草
ク
ラ
ブ
）
で

は
、
山
野
草
の
王
様
・
う
ち
ょ
う

ら
ん
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
▽
六
月
十
五
日(

土)

午
前

十
時
〜
午
後
五
時
▽
六
月
十
六
日

(

日)

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
新
家
公
民
館
二
階
会
議
室
▼

そ
の
他
＝
▽
う
ち
ょ
う
ら
ん
即
売

会
も
あ
り
ま
す
▽
ク
ラ
ブ
員
以
外

の
方
で
出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

六
月
十
日(
月)
ま
で
に
新
家
公
民
館

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

新
家
公
民
館
（
(83)
９
３
１
４
）
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環
境
を
考
え
る

府
民
の
集
い

雇
用
保
険
の
助
成
金
制
度

の
活
用
と
年
金
講
習
会

英
会
話
入
門
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す

う
ち
ょ
う
ら
ん
展
を

開
催
し
ま
す

関西国際空港に離発着する飛行機を眺め

ながら海水浴がたのしめるサザンビーチが

６月30日(日)にオープンします。昨年も花

火大会やビーチサッカー大会など様々なイ

ベントが行われ、11万人を超える海水浴客

でにぎわいました。今年もサザンビーチは

2,500台駐車可能な大駐車場をはじめ、売店、

更衣室、シャワー室、簡易トイレなどの施

設を用意して、皆さまのお越しをお待ちし

ています。

▼開設期間＝６月30日(日)～８月31日(土)

▼開設時間＝▽平日は午前９時～午後５時

▽土日祝日は午前８時30分～午後６時

▼駐車料金＝▽自二車・原付（200円）▽

軽・普通自動車（1 , 0 0 0円）▽大型車

（3,000円）

▼更衣室・シャワー室料金（兼用）＝▽大

人（400円）▽子供（200円）▼問合せ＝樽

井漁業協同組合（(83)５５１９）

い
っ
し
ょ
に
本
を
読
ん
だ
り
、

簡
単
な
人
形
劇
な
ど
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
▽
六
月
五
日(

水)

午

後
四
時
〜
四
時
半
▽
六
月
十
五

日(

土)

午
前
十
一
時
〜
十
一
時

五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
三
十
人
程
度
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電

話
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３

５
０
０
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、
友
だ

ち
や
親
子
一
緒
に
卓
球
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
五
日(

水)

〜
二

十
九
日(

土)

の
毎
週
▽
水
曜
日

は
午
後
五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日

は
午
後
四
時
〜
六
時
▽
土
曜
日

は
午
前
十
時
〜
正
午
（
六
月
十

五
日(
土)
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
▼
募
集
人
員
＝
二

十
人
程
度
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
＝
使
用
す
る
日
に
直
接
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３

５
０
０
）

海
水
浴
場
管
理
会
で
は
、
サ

ザ
ン
ビ
ー
チ
の
ア
ル
バ
イ
ト
監

視
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
雇
用
期
間
＝
六
月
三
十
日

(

日)

〜
八
月
三
十
一
日(

土)

▼
勤

務
時
間
＝
午
前
八
時
半
〜
午
後

五
時
半
（
日
曜
日
・
祝
日
は
午

前
八
時
〜
午
後
六
時
）
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
の
水
泳
の
で

き
る
方
（
高
校
生
は
不
可
）
▼

募
集
人
員
＝
二
十
人
程
度
▼
賃

金
＝
八
〇
〇
円
〜
一
〇
〇
〇
円

（
時
給
）
▼
申
込
み
＝
六
月
三
日

(

月)

〜
六
月
七
日(

金)

の
各
日
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
に
履
歴
書

を
持
参
の
上
、
樽
井
漁
業
協
同

組
合
事
務
所
（
り
ん
く
う
南
浜
）

ま
で
▼
面
接
日
＝
六
月
九
日

(
日)
午
前
十
時
〜
（
時
間
厳
守
）

▼
面
接
場
所
＝
樽
井
漁
業
協
同

組
合
会
議
室
▼
問
合
せ
＝
樽
井

漁
業
協
同
組
合
（
(83)
５
５
１
９
）

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
身
近

な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の
大
切

さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
八
日(

土)

午
前

九
時
半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
男

里
川
河
口
付
近
▼
対
象
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
二
十
人
程
度
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
お
電
話
で
青
少
年
セ
ン
タ

ー
（
(84)
３
５
０
０
）

毎
月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は

な
し
ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く

を
と
も
し
て
、
い
ろ
ん
な
昔
話

を
語
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
も
子
ど
も
時
代
に
も
ど

っ
て
、
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
お
は
な
し
の
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
六
月

八
日(

土)

▽
午
後
二
時
半
〜
三

時
「
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん
」

四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以
下
▽

午
後
三
時
〜
三
時
半
「
お
お
き

い
こ
の
じ
か
ん
」
小
学
二
年
生

以
上
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着

四
十
人
（
途
中
か
ら
の
出
入
り

は
不
可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日

の
午
後
二
時
半
〜
三
時
半
、
図

書
館
二
階
視
聴
覚
室
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
よ
る
紙

芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら

入
場
で
き
ま
す
。
申
込
み
は
不

要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

青
少
年
の
森
は
、
青
少
年
が

自
然
の
中
で
た
く
ま
し
い
身
体

と
強
い
精
神
を
養
い
、
規
律
あ

る
共
同
生
活
を
通
し
て
、
友

愛
・
協
調
・
連
帯
等
の
必
要
性

を
学
習
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

▼
開
設
期
間
＝
七
月
五
日(

金)

〜
八
月
三
十
一
日(

土)

（
但
し
、

休
場
日
あ
り
）
▼
利
用
料
金
＝

次
表
の
と
お
り
▼
利
用
申
込

み
＝
六
月
三
日(

月)

よ
り
、
申

込
み
用
紙
に
使
用
料
を
添
え
て
、

使
用
日
の
三
日
前
（
土
日
祝
日

除
く
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

（
要
印
鑑
）
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
253
）

図
書
館
・
土
曜
お
は
な

し
ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
で

働
き
ま
せ
ん
か

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
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読
み
聞
か
せ
の
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

卓
球
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か

青
少
年
の
森
の
利
用
申

込
み
を
受
付
し
ま
す

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
あいぴあ泉南
古代史博物館

83-0001
82-7766
82-1000
83-4361
82-7767
85-0707
83-6789

市
内
の
方 

市
外
の
方 

成人 
日帰り 50円 

宿泊 100円／1日 

30円 

50円／1日 

日帰り 

宿泊 

日帰り 100円 

宿泊 200円／1日 

50円 

100円／1日 

日帰り 

宿泊 

青少年 

成人 

青少年 

▼テント１張 
　＝1,000円／日 
▼毛布１枚 
　＝100円／日 
▼マキ１束 
　＝300円 
※みんなの施設 
　です。 
　美しく利用し 
　ましょう。 



く
）
ま
で
に
、
市
民
体
育
館
へ

（
各
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）

▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

▼
と
き
＝
六
月
二
十
六
日(

水)

午
後
六
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

泉
の
森
ホ
ー
ル
（
泉
佐
野
市
役

所
横
）
▼
内
容
＝
む
ご
ん
劇
か

ん
ぱ
に
ぃ
の
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
博

士
」
（
は
か
な
い
シ
ャ
ボ
ン
玉

の
優
し
さ
が
伝
え
る
、
豊
か
な

想
像
の
世
界
で
遊
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？
）
▼
費
用
＝
会
費
制

（
月
額
一
〇
〇
〇
円
、
四
歳
未

満
は
無
料
で
す
）
▼
問
合
せ
＝

泉
南
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
(83)

２
９
０
９
）

泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の

会
で
は
、
絵
本
と
お
は
な
し
の

連
続
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
七
日(

木)

、

七
月
四
日(

木)

、
九
月
十
二
日

(

木)

、
十
月
十
日(

木)

、
十
一
月

十
四
日(

木)

、
十
二
月
五
日(

木)

の
各
日
午
前
十
時
〜
正
午
（
全

六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二

階
視
聴
覚
室
▼
内
容
＝
子
ど
も

に
語
る
昔
話
と
絵
本
と
お
は
な

し
の
楽
し
み
方
な
ど
▼
対
象
＝

子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
よ
み
き

か
せ
や
お
は
な
し
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
大
人
▼
講
師
＝
▽

土
屋
知
子

つ
ち
や
と
も
こ

さ
ん
▽
泉
南
市
立
図

書
館
司
書
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

定
員
＝
四
十
人
（
先
着
順
）
▼

申
込
み
＝
お
電
話
で
、
泉
南
市

絵
本
と
お
は
な
し
の
会
事
務
局

（
�
７
４
２
６
）
▼
そ
の
他
＝

本
事
業
は
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助

成
金
子
ど
も
の
読
書
活
動
助
成

事
業
で
す
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

救
命
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
か

ら
、
応
急
手
当
等
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
三
十
日(

日)

午

前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市

立
泉
佐
野
病
院
三
階
大
会
議
室

▼
定
員
＝
三
十
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
六
月
二

十
七
日(

木)

ま
で
に
、
お
電
話

で
府
立
泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
（
(64)
９
９
３
１
）

泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会
で
は
、
第
六

回
泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ

ス
ト
〜
ロ
ッ
ク
バ
ト
ル
ｉ
ｎ

Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｙ
ｕ
〜
（
予
選
会
）

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
三
日(

土)

午

後
一
時
半
開
場
、
二
時
開
演
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内

容
＝
泉
州
か
ら
明
日
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
を
発
掘
す
る
た
め
、

岸
和
田
市
以
南
の
公
共
五
ホ
ー

ル
が
共
同
で
開
催
す
る
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要

▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
こ
め

た
手
作
り
の
作
品
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
第
十
回
は
次
の
部

門
で
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
六
日(

金)

〜
二
十
八
日(

日)

の
各
日
午
前

十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
応
募
資

格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

▼
募
集
部
門
＝
写
真
、
書
道
、

人
形
、
手
芸
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
▼
作
品
＝
▽
作
品
は
一
人
に

つ
き
一
点
で
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
に
限
る
▼
申
込
み
＝
六

月
十
二
日(

水)

〜
二
十
三
日(

日)

（
月
曜
日
は
除
く
）
の
期
間
の

各
日
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
に

文
化
ホ
ー
ル
（
図
書
館
二
階
事

務
所
）
ま
で
▼
問
合
せ
＝
文
化

ホ
ー
ル
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絵
本
と
お
は
な
し
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
七
十
六
回
例
会

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

コ
ン
テ
ス
ト
・
予
選
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す

▼と　き＝７月21日(日)午後４時半開場、５時開演
▼ところ＝田尻町立公民館（南海「吉見ノ里駅」下
車徒歩10分）
▼出　演＝▽五郎部俊朗

ごろうべとしろう

（テノール）▽松
まつ

村英臣
むらひでおみ

（ピアノ）
▼内　容＝日本の懐かしい歌を中心に世界の名曲の
数々で構成。前日（７月20日）の海の日にちなみ
「海」をテーマにしたコーナーもあります
▼プログラム＝▽ゴンドラの唄、出船の港、砂山
（中山晋平
なかやましんぺい

）▽花言葉の歌（池田不二男
い け だ ふ じ お

）▽蘇州夜
曲（服部良一

はっとりりょういち

）▽ともしび（ロシア民謡）▽帰れソ
レントへ（デ・クルティス）▽オ・ソーレ・ミーオ
（ディ・カプア）他
▼入場料＝無料。但し、入場整理券（１枚につき２

人入場可）が必要です
▼定　員＝150組で300人
（多数の場合は抽選）
▼入場整理券の申込み方
法＝７月８日(月)（必着）
までに、往復ハガキに住所、
氏名、年齢、電話番号を明
記の上、〒530－8276大阪市
北区梅田２－４－９・産経
新聞社事業局内「つばさの
まちフェスタ事務局」クラシックコンサート係まで
▼問合せ＝つばさのまちフェスタ事務局（06・６３
４３・４９２２）

つばさのまちフェスタ２００２つばさのまちフェスタ２００２

TAJIRITAJIRI クラシックコンサートクラシックコンサート

五郎部俊郎さん
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Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化

推
進
チ
ー
ム
と
樽
井
公
民
館
、

泉
南
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
で

は
、
次
の
と
お
り
ホ
タ
ル
観
賞

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
十
五
日(

土)
午

後
七
時
〜
九
時
半
（
雨
天
の
場

合
は
十
六
日(

日)

に
順
延
）
▼

と
こ
ろ
＝
紀
泉
ふ
れ
あ
い
自
然

塾
（
堀
河
ダ
ム
奥
、
駐
車
場
あ

り
）
▼
内
容
・
第
一
部
＝
▽
た

そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
▽
出
演
は

ア
ル
パ
（
上
之
山
幸
代

う
え
の
や
ま
さ
ち
よ

さ
ん
）、

オ
カ
リ
ナ
（
岡
島
正
和

お
か
じ
ま
ま
さ
か
ず

さ
ん
）、

泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団
▼
内

容
・
第
二
部
＝
▽
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
観
賞
会
▽
解
説
は
田
中
正
視

た
な
か
ま
さ
み

さ
ん
（
府
立
泉
南
高
校
教
諭
・

環
境
省
自
然
公
園
指
導
員
）
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事

前
申
込
み
は
不
要
▼
携
行
品
＝

懐
中
電
灯
、
虫
除
け
品
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

(

財)

大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス

ト
協
会
で
は
、
堀
河
の
森
の
保

全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
あ
な
た
も
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
活
動
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
十
五
日(

土)

午

前
十
時
半
〜
午
後
三
時
（
雨
天

中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
堀

河
▼
活
動
内
容
＝
▽
山
づ
く
り

（
除
伐
、
草
刈
り
）
▽
畑
づ
く

り
（
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
）
▼
集

合
＝
紀
泉
ふ
れ
あ
い
自
然
塾
駐

車
場
（
堀
河
ダ
ム
奥
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の

で
き
る
服
装
、
軍
手
な
ど
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で(

財)
大
阪
み
ど
り

の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（
06
・
６
２

６
０
・
３
５
８
０
／
fax
06
・
６

２
６
０
・
３
５
８
１
）

▼
と
き
＝
六
月
十
六
日(

日)

午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室
▼
内

容
＝
「
ひ
と
り
だ
け
の
青
い
鳥

楽
団
」
〜
ふ
る
さ
と
泉
州
で
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
と
お
は
な
し
〜

▼
講
師
＝
近
藤
宏
一

こ
ん
ど
う
こ
う
い
ち

さ
ん
（
ハ

ン
セ
ン
病
元
患
者
）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申

込
み
は
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝

デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
（
(83)

３
０
８
２
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際

交
流
推
進
チ
ー
ム
で
は
、
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
作
り
、
試
食

を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ふ
る
っ

て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
十
九
日(

水)

午

前
十
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
講
師
＝
セ

リ
ア
・
オ
ー
ル
イ
さ
ん
▼
定

員
＝
二
十
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
携
行
品
＝

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん

▼
申
込
み
＝
お
電
話
で
、
六
月

七
日(
金)

〜
六
月
十
三
日(

木)

（
各
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

十
五
分
）
に
政
策
推
進
課
（
(83)

０
０
０
１
・
内
線
287
）
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

政
策
推
進
課
（
内
線
287
）

▼
と
き
＝
六
月
二
十
二
日(

土)

午
後
一
時
半
開
場
、
二
時
上
映

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
上

映
映
画
＝
山
の
郵
便
配
達
（
一

九
九
九
年
中
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

受
賞
作
品
）
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不

要
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ

て
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
？
市
民
体
育
館
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
三
日(

日)

午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

市
民
体
育
館
▼
対
象
＝
市
内
在

住
・
在
勤
の
十
八
歳
以
上
の
方

▼
定
員
＝
五
十
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講

義
・
実
習
▼
携
行
品
＝
筆
記
用

具
、
タ
オ
ル
、
上
靴
▼
申
込

み
＝
六
月
九
日(

日)

〜
十
六
日

(

日)

の
各
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は

休
館
）
に
、
体
育
館
に
設
置
し

て
い
る
用
紙
へ
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
写
真
１
枚
（
３
�
×

2.5
�
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
講
習
を

終
了
さ
れ
た
方
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
器
具
使
用
許
可
証
を
発
行
し

ま
す
。
許
可
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
所
定
の
料
金
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
※
許
可
証
が
な
け
れ

ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
▼
許
可
証

を
お
持
ち
の
方
へ
＝
許
可
証
の

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方

は
、
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
有
効
期
限
を
六
カ
月

以
上
経
過
す
る
と
更
新
で
き
ま

せ
ん
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
で
は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
二
日(

土)

午
前
九
時
開
会
（
雨
天
の
場
合

は
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
俵
池
グ

ラ
ウ
ン
ド
▼
定
員
＝
親
子
で
五

十
組
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
試
合

方
法
＝
親
子
ペ
ア
マ
ッ
チ
で
ゲ

ー
ム
は
二
ラ
ウ
ン
ド
（
十
六
ホ

ー
ル
の
総
打
数
で
勝
敗
を
決
め

ま
す
）
※
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会
ル
ー
ル
に
準
ず
る
▼

表
彰
＝
優
勝
、
二
位
、
三
位
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
、
と
び
賞
、
参
加
賞
▼
申

込
み
＝
六
月
十
六
日(

日)

（
但

し
、
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は
除

デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

福
祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
で
楽
し
も
う
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

文
化
ホ
ー
ル
映
画
鑑

賞
会
を
開
催
し
ま
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か



館▼
職
種
＝
一
、
事
務
職
員
二
、

自
動
交
付
機
従
事
職
員
▼
資

格
＝
一
、
二
、
と
も
昭
和
十
九

年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十
九
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

一
、
は
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
▼
採
用
予
定
人

員
＝
一
、
は
一
人
二
、
は
二
人

▼
試
験
日
＝
七
月
九
日(

火)

▼

試
験
内
容
＝
筆
記
試
験
及
び
面

接
▼
採
用
予
定
日
＝
八
月
一
日

（
予
定
）
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
六
月
十
日(

月)

か
ら
市
役

所
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
▼
申

込
み
＝
六
月
二
十
四
日(

月)

〜

二
十
八
日(

金)

の
期
間
に
人
事

課
へ
▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内

線
207
・
275
）

▼
職
種
＝
▽
一
、
郵
政
職
員

（
外
務
職
）
▽
二
、
国
家
公
務

員
採
用
�
種
試
験
（
郵
政
事
務

Ａ
・
郵
政
事
務
Ｂ
）
▼
受
験
資

格
＝
▽
一
、
昭
和
四
十
二
年
四

月
二
日
〜
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
方
▽
二
、
昭
和

五
十
二
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六

十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
▼

第
一
次
試
験
日
＝
▽
一
、
八
月

十
八
日
▽
二
、
九
月
八
日
▼
申

込
み
受
付
期
間
＝
▽
一
、
六
月

十
七
日(

月)

〜
七
月
一
日(

月)

▽

二
、
六
月
十
九
日(

水)

〜
六
月

二
十
六
日(

水)

▼
そ
の
他
＝
二
、

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

発
行
の
平
成
十
四
年
度
国
家
公

務
員
採
用
試
験
の
概
要
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
募
集

要
項
の
配
付
等
に
関
す
る
お
問

い
合
せ
は
泉
南
郵
便
局
総
務
課

（
(83)
０
１
７
８
）

▼
資
格
＝
昭
和
五
十
七
年
四
月
二

日
〜
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
▼
試
験
の
程
度
＝

高
校
卒
業
程
度
▼
申
込
み
期
間
＝

六
月
十
九
日(

水)

〜
六
月
二
十
六
日

(

水)

（
当
日
消
印
有
効
）
▼
申
込
書

の
請
求
先
＝
泉
佐
野
税
務
署
、
大

阪
国
税
局
人
事
第
二
課
、
人
事
院

近
畿
事
務
局
▼
申
込
先
＝
人
事
院

近
畿
事
務
局
（
〒
五
五
三
・
八
五

一
三
大
阪
市
福
島
区
福
島
一
の
一

の
六
〇
）
▼
試
験
日
＝
▽
一
次
試

験
（
教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作

文
試
験
）
は
九
月
八
日(

日)

▼
問
合

せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
（
(62)
３
４
７

１
）
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非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

郵
政
職
員
を

募
集
し
ま
す

税
務
職
員
（
国
家
公
務
員

�
種
）
を
募
集
し
ま
す

泉南市・泉南市教育委員会では、パソコン・インターネ

ット初心者の方（高齢者及び障害者を優先します）を対象

にした、ＩＴ講習を引き続き開催します。

▼講習番号・とき・ところ＝次表のとおり▽

Ａ－５、Ｂ－５、Ｃ－５、Ｄ－５、Ｈ－２は高

齢者（65歳以上）優先の講習です▽Ａ－６、

Ｂ－６、Ｃ－６、Ｄ－６は障害者優先の講習

です▼対　象＝府内在住の満20歳以上のパソ

コン初心者（高齢者及び障害者を優先します）

▼講習内容＝▽パソコンの基本操作・文書作成、

インターネット及びＥメールに関する基礎技能▽１

講習は全12時間▼参加費＝無料▼定　員＝各講習20人▼申

込み＝６月30日(日)（必着）までに、往復ハガキの往信用に

一、希望する講習番号（第２希望まで）二、氏名（ふりが

な）三、生年月日四、住所五、電話・ファクス番号六、パ

ソコン経験の有無七、障害者の方は、障害の部位と身

体障害者手帳の等級。返信用にはご自分の宛名を

明記の上、〒590－0521泉南市樽井６丁目11－

16・樽井公民館「ＩＴ講習」係まで。７月10日

(水)以降に詳細を連絡します※なお、講習は高

齢者及び障害者を優先しますが、定員に満たな

い場合は、一般の方も受講できますので、お申

込みください▼その他＝▽再受講の場合は、「再受

講」と明記してください▽キャンセルによる追加募集

も行っていますので、随時お問い合わせください。

▼問合せ＝樽井公民館（(83)４３６１・fax(83)４３８０）

講習番号 講習の月日 講習の時間 講習施設 

Ｂ－６ 

Ｃ－５ 

Ｃ－６ 

Ｄ－５ 

Ｄ－６ 

Ｈ－２ 

８月３日�、４日� 

８月10日�、11日� 

８月24日�、25日� 

８月24日�、25日� 

８月24日�、25日� 

８月５日�、６日�、７日�、８日� 

樽井公民館 

信達公民館 

新家公民館 

西信達公民館 

あいぴあ泉南 

Ａ－５ 

Ａ－６ 

８月３日�、４日� 

８月10日�、11日� 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

Ｂ－５ ８月10日�、11日� 午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午後１時～４時（各３時間） 
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泉
南
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
で

は
新
し
い
部
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
身
体
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し

ま
せ
ん
か
。

▼
練
習
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
費
用
＝
▽

月
額
一
五
〇
〇
円
▽
年
間
保
険

料
一
四
〇
〇
円
▽
体
育
館
使
用

料
一
〇
〇
円
（
一
回
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
泉
南
リ
ズ
ム
体

操
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
(85)
１
５
０

５
）ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪
第
一

四
八
団
で
は
、
新
し
い
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
中

や
室
内
で
女
の
子
同
士
で
楽
し

く
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
幼
稚
園
年
長
（
六
歳
）

〜
高
校
三
年
生
ま
で
▼
活
動
内

容
＝
月
二
回
程
度
（
野
外
活
動

や
ク
ラ
フ
ト
製
作
他
）
▼
申
込

み
＝
お
電
話
で
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
大
阪
第
一
四
八
団
事
務
局

（
tel
／
fax
(82)
８
８
３
２
）
へ
▼
問

合
せ
＝
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪

第
一
四
八
団
事
務
局
（
(82)
８
８

３
２
）
・
生
涯
学
習
課
（
内
線

252
）み

ん
な
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

▼
練
習
日
＝
毎
週
水
曜
日
（
月

四
回
）
の
午
後
七
時
半
〜
九
時

半
▼
練
習
場
所
＝
樽
井
公
民
館

三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
会
費
＝

二
五
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ
の

他
＝
若
い
方
を
歓
迎
し
ま
す
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

247
）

泉
南
市
立

保
育
所
で

は
、
所
庭
の

開
放
を
実
施

し
ま
す
。
保

育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な

い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
育

所
で
は
子
育
て
相
談
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡

先
＝
▽
一
、
信
達
保
育
所
・
六

月
十
一
日(

火)

（
(83)
４
６
４
２
）

▽
二
、
樽
井
保
育
所
・
六
月
十

一
日(

火)

（
(82)
０
０
７
４
）
▽

三
、
浜
保
育
所
・
六
月
十
八
日

(

火)

（
(84)
２
６
６
０
）
▽
四
、

鳴
滝
第
一
保
育
所
・
六
月
十
八

日(

火)

（
(83)
４
０
４
１
）
▼
開

放
時
間
＝
▽
一
、
三
、
は
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
▽
二
、
四
、

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問

合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
281
）

▼
職
種
＝
社
会
教
育
従
事
職
員

（
公
民
館
）
▼
資
格
＝
昭
和
二

十
二
年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十

九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
社
会
教
育
に
熱
意
と
関
心

が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な

操
作
が
で
き
る
人
（
学
歴
は
問

わ
な
い
）
▼
採
用
予
定
人
員
＝

一
人
▼
試
験
日
＝
六
月
十
六
日

(

日)

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
試
験

及
び
面
接
▼
採
用
予
定
日
＝
七

月
一
日
（
予
定
）
▼
募
集
要
項

の
配
付
＝
六
月
五
日(

水)

か
ら

樽
井
公
民
館
で
配
付
し
ま
す
▼

申
込
み
＝
六
月
五
日(

水)

〜
十

三
日(

木)

の
期
間
に
樽
井
公
民

館
へ
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は

休
館
）
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民

公
民
館
の
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す

リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ

部
員
を
募
集
し
ま
す

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

つばさのまちフェスタ実行委員会では、毎年ご好評い
ただいているビーチサッカーＩＮサザンビーチ大会を、
今年も開催します。昨年参加した方はもちろん、初めて
の人も、気の合う仲間と真夏のサザンビーチで思いっき
りビーチサッカーをエンジョイしませんか。
▼と　き＝▽一、７月13日(土)▽一般の部（１次予選）▽
二、７月14日(日)▽一般の部（２次予選・決勝）▽女子の
部（予選・決勝）▽小学１～４年生の部、小学５・６年
生の部、中学生の部（予選・決勝）
▼ところ＝泉南市サザンビーチ（りんくう南浜海水浴場）
▼定　員＝▽小学１～４年生の部、小学５・６年生の部、
中学生の部は各12チーム▽女子の部（16歳以上）は24チ
ーム▽一般の部（16歳以上）は288チーム。※１チーム４
人（ゴールキーパーなし）で登録は８人まで
▼参加費（１チームにつき）＝▽小中学生の部は5,000円
▽女子の部は10,000円▽一般の部は10,000円

▼申込み＝６月28日
(金)（消印有効）まで
に▽チーム名（人数）、
代表者の氏名、住所、
電話番号、職業、サ
ッカー歴を明記の上、
ハガキ、封書、ファ
クスのいずれかで、
〒530－8274大阪市北
区梅田２－４－９サンケイスポーツ「ビーチサッカーＩ
Ｎサザンビーチ事務局」（０６－６３４３－４９０１）ま
で申し込んでください。
※応募多数の場合は、抽選にて出場チームを決定し、事
務局よりエントリーカードを発送します。
▼問合せ＝つばさのまちフェスタビーチサッカーＩＮサ
ザンビーチ事務局（０６－６３４３－３５６４）

混
声
合
唱
団
の

団
員
を
募
集
し
ま
す

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を

募
集
し
ま
す



票
と
一
緒
に
お
渡
し
し
て
い
る
「
商
業

統
計
調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
を
ご

覧
の
上
、
も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

後
日
、
調
査
員
が
調
査
票
を
回
収
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
268
）

介
護
保
険
制
度
に
戸
惑
っ
て
い
た
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
不
安
や
不
満
を
持
つ

高
齢
者
に
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
た

め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

高
齢
者
の
身
近
な
相
談
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
、
泉
南
市
ほ
っ
と
介

護
相
談
員
の
平
成
十
四
年
度
登
録
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
市
内
の
介
護
保
険
施
設
や
相

談
希
望
者
の
居
宅
を
訪
問
し
、
介
護
保

険
制
度
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
相

談
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
、
気
軽
な

雰
囲
気
の
中
で
高
齢
者
の
介
護
に
関
す

る
不
安
や
不
満
の
解
消
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
▼
資
格
＝
介
護
相
談
に
必
要

な
知
識
や
経
験
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
す
る
理
解
が
あ
る
方
で
、
市

が
指
定
す
る
介
護
相
談
員
養
成
研
修
を

受
講
し
て
い
た
だ
け
る
方
※
六
十
歳
以

下
の
人
▼
申
込
み
＝
履
歴
書
（
介
護
に

関
す
る
経
歴
を
記
入
し
た
も
の
）
を
持

参
の
上
、
六
月
二
十
八
日(

金)

ま
で
に
介

護
保
険
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
（
内
線
336
・
337
）
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毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

6月6日、13日、27日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755教育相談 

月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎週水曜・西森医師 
時間はいずれも 
午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守され 
　ますのでご安心ください。 

介
護
相
談
員
登
録
希
望
者

を
募
集
し
ま
す

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
あいぴあクラブを紹介しますあいぴあクラブを紹介します

あいぴあ講座を修了

された皆さんのクラブ

活動を紹介します。

パッチワーククラブ

パッチワークってと

ても手間がかかり、大

変そう‥と思っていま

せんか。キルトに思い

をこめて世界でたった

一つの自分の作品を、

そしてみんなで和気あ

いあいと作る楽

しさを味わって

みませんか。

▼と　き＝毎月

第２、４火曜日

の午前10時～正

午

▼ところ＝あいぴあ泉

南

▼対　象＝おおむね60

歳以上の方または18歳

以上の障害者手帳をお

持ちの方

▼参加費＝2,000円（月

額）
▼申込み・問合せ＝あい

ぴあ泉南（(85)０７０７／

fax(85)０９０９）

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前
特

例
給
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
六
月
中

に
「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前

特
例
給
付
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
六
月
一
日
に
お
け
る
状

況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
等
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
六
月
中
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、

六
月
一
日
頃
、
受
給
者
の
方
あ
て
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
325
）

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
、

申
請
に
基
づ
き
、
市
・
府
民
税
が
減
免

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
災
害
（
火
災
、
風
水
害
な
ど
）
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
場
合
▼
生
活
扶
助
な

ど
を
受
け
て
い
る
場
合
▼
前
年
中
の
所

得
（
自
己
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
た
事

業
所
得
、
給
与
所
得
、
雑
所
得
に
限
る
）

が
一
定
以
下
で
、
当
該
年
度
中
の
所
得

が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
（
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

な
お
、
納
期
限
が
経
過
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
251
・
238
）

自
営
業
者
や
学
生
、
無
職
の
人
等
、

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
は
、
ご
自
身
で
保
険
料
を
お
納
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
（
全
額
免
除
、
半

額
免
除
）
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
学
生
の
方
に
は
、
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）。
対
象
者
は
大
学
、
短
期
大

学
、
大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
、
夜
間
部
、
定
時
制
及
び
通
信
制

課
程
の
学
生
で
す
（
い
ず
れ
も
二
十
歳

以
上
）。

な
お
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
毎
年
届
出

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
将
来
の
年
金
額

を
増
や
す
た
め
に
免
除
や
学
生
納
付
特

例
を
受
け
た
月
以
降
、
十
年
以
内
で
あ

れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付

（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

泉
南
市
の
委
託
業
者
が
利
用
者
宅
を

訪
問
し
、
ふ
と
ん
を
引
き
取
り
、
丸
洗

い
し
た
後
に
配
送
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
要
介
護
認
定
で
「
要
介
護
度

３
」
以
上
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
ま
た
は
単
身
世
帯
の
方
▼

丸
洗
い
で
き
る
ふ
と
ん
＝
敷
き
ふ
と
ん
、

掛
け
ふ
と
ん
、
毛
布
（
羊
毛
・
羽
毛
ふ

と
ん
、
こ
た
つ
ふ
と
ん
は
除
く
）
▼
申

込
み
＝
七
月
十
日(

水)

ま
で
に
高
齢
障
害

福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
304
・

307
）六

月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
平

成
十
四
年
商
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
卸
売
り
・
小
売

業
を
営
む
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
（
店

舗
）
を
対
象
と
し
、
わ
が
国
の
流
通
産

業
構
造
や
商
業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
産
業
・
経
済
施
策
の
立
案
、

評
価
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
ひ
ろ

く
活
用
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
大
阪
府
知
事
か
ら
任
命
さ
れ

た
調
査
員
が
、
各
事
業
所
（
店
舗
）
に

調
査
票
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
調
査

10

nformati
i

on
児
童
手
当
等
の
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

市
・
府
民
税
の
減
免
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

高
齢
者
ふ
と
ん
洗
濯
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



防
犯
委
員
等
の
関
係
諸
機
関
、
団
体
と
の

連
携
し
た
啓
発
活
動
▽
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト

で
の
様
々
な
取
り
組
み
二
、
学
校
の
安
全

確
保
・
安
全
管
理
の
日
（
六
月
八
日(

土)

ま
た
は
第
二
金
曜
日
）
と
し
て
▽
防
犯
訓

練
等
の
実
施
▽
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

点
検
等
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
向
け
た

取
組
み
を
実
施
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
指
導

課
（
内
線
277
）

泉
南
市
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
が
、
七
月
一
日(

月)

か
ら

次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
予
定
）。

補
助
金
対
象
地
域
に
設
置
す
る
合
併
処

理
浄
化
槽
で
、
全
国
合
併
処
理
浄
化
槽
普

及
促
進
市
町
村
協
議
会
の
登
録
を
受
け
た

も
の
の
ほ
と
ん
ど
を
補
助
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
七
月
一
日(

月)

か
ら
、
補
助

対
象
地
域
で
既
存
の
く
み
取
り
式
便
所
及

び
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
と
し
て
設
置

す
る
、
全
国
合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
促
進

市
町
村
協
議
会
の
登
録
を
受
け
た
合
併
処

理
浄
化
槽
の
み
が
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
浄
化
槽
設
計
書
（
様
式
Ｄ
）

の
設
計
種
別
で
３
の
浄
化
槽
法
第
五
条
で

申
請
さ
れ
た
も
の
の
み
と
し
ま
す
。

ま
た
、
従
前
は
竣
工
検
査
の
み
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
施
行
日
か
ら
は
様
式
第
９

号
の
依
頼
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
着

工
前
検
査
も
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
す
で

に
環
境
整
備
課
に
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の

や
六
月
二
十
八
日(

金)

ま
で
に
環
境
整
備

課
に
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
も
の
で
平
成

十
四
年
度
中
に
事
業
が
完
成
し
、
実
績
報

告
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

交
付
要
綱
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。
※
補

助
金
額
に
つ
い
て
は
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）

母
子
家
庭
や
障
害
者
、
独
居
老
人
世
帯
な

ど
を
対
象
に
、
水
道
料
金
の
一
部
を
減
免
す

る
制
度
で
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
方
の
前
年

度
所
得
に
か
か
る
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は

均
等
割
の
み
の
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
、
市

外
給
水
世
帯
は
除
く
）
が
該
当
し
ま
す
。
減

免
対
象
に
な
り
ま
す
と
主
に
家
事
用
に
使
用

す
る
水
道
料
金
の
基
本
料
金
の
半
額
（
月
額

三
一
〇
円
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
区
分
・
対
象
世
帯
＝
▽
一
、
母
子
世
帯
・

母
子
世
帯
で
あ
っ
て
、
現
に
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
世
帯
▽
二
、
重
度
心
身
障
害

者
世
帯
＝
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
の
属
す
る
世
帯
ま
た
は
療
育

手
帳
Ａ
判
定
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
属

す
る
世
帯
▽
三
、
独
居
老
人
世
帯
＝
住
民
基

本
台
帳
に
単
身
で
記
載
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
単
身
で
登
録
さ
れ
て
い
る
満
六
十
五

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
▼
申
請

方
法
＝
印
鑑
、
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
ま
た

は
領
収
書
を
持
参
の
上
、
水
道
部
業
務
課
営

業
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
母

子
世
帯
は
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
重
度
心
身

障
害
者
世
帯
は
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
が
必
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
水
道
部
・

業
務
課
（
(82)
６
５
５
１
）
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合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助

金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

水
道
料
金
の
福
祉
減
免

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）

1

1

2

2

3

3

4

4

9

5

5

6

6

7 8

10

17

24 25

18

11 12 13 14 15

16

23 26 27 28 29

30

19 20 21 22

1

1

2

2

3

3

4

4

9

5

5

6

6

7 8

10

17

24 25

18

11 12 13 14 15

16

23 26 27 28 29

30

19 20 21 22

1

1

2

2

3

3

4

4

9

5

5

6

6

7 8
10

17

2 25

1

11 12 13 14 15

16

23 26 27 28 29

30

19 20 21 22

低所得者層の税負担に配慮するため、

個人住民税の所得割及び均等割の非課税

限度額が引き上げられました。

一、所得税の非課税限度額

▼改正前＝所得金額　≦　35万円×（本

人＋扶養親族数）＋　※加算額32万円

▼改正後＝所得金額　≦　35万円×（本

人＋扶養親族数）＋　※加算額36万円

二、均等割の非課税限度額

▼改正前＝所得金額　≦　32万円×（本

人＋扶養親族数）＋　※加算額18万円

▼改正後＝所得金額　≦　32万円×（本

人＋扶養親族数）＋　※加算額22万円

▼一、及び二、の※加算額は、扶養親族

がある場合のみ加算されます。

▼問合せ＝課税課（内線251・238）

住民税の非課税限度額
が引き上げられました

平
成
十
四
年
度
の
市
・
府
民
税
の
出
張

徴
収
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
納
期
前
納
付
の
報
奨
金
＝
個
人
の
市
・

府
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
及
び
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
を
含
む
）
・
都
市
計
画
税

は
、
納
期
が
年
四
回
に
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
第
一
期
の
納
期
に
当
該
年
度
の
税
額

を
一
括
し
て
納
め
ら
れ
ま
す
（
こ
れ
を

「
前
納
」
と
い
い
ま
す
）
と
、
納
期
前
納

付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
▼
報
奨
金
の

支
払
方
法
＝
全
期
分
前
納
用
納
付
書
に
よ

り
、
年
税
額
か
ら
報
奨
金
を
差
し
引
い
た

額
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
注

意
＝
第
一
期
の
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
報

奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
納

税
課
（
内
線
235
・
233
）

老
人
保
健
受
給
者
の
方
で
、「
入
院
時

一
部
負
担
金
限
度
額
適
用
・
入
院
時
食
事

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
五
月
末
日
で
有
効
期
限

満
了
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
役
所
へ

更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
▽
健
康

保
険
証
及
び
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
▽

現
在
お
持
ち
の
「
入
院
時
一
部
負
担
金
限

度
額
適
用
・
入
院
時
食
事
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
▽
平
成
十
三
年
六
月
一
日
以

降
に
通
算
で
九
十
日
以
上
入
院
し
た
方

は
、
こ
れ
を
証
す
る
医
療
機
関
発
行
の
入

院
費
領
収
書
▽
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の

方
は
老
齢
福
祉
年
金
証
書
▼
申
請
期
限
＝

六
月
二
十
一
日(

金)

（
期
限
ま
で
に
申
請

が
な
け
れ
ば
、
減
額
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
期
間
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
▼
そ
の
他
＝
認
定
証
は
、
今
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方
の
み
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉

課
（
内
線
310
）

農
地
転
用
許
可
等
の
申
請
締
切
日
は
毎

月
末
で
す
が
、
七
月
分
に
つ
い
て
は
、
大

阪
府
の
審
査
日
が
七
月
十
二
日(

金)

と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
泉
南
市
七
月
農
業
委

員
会
定
例
会
を
例
月
よ
り
早
く
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
転
用
許
可
等
の

申
請
締
切
日
を
六
月
十
八
日(

火)

に
変
更

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
（
内
線
551
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お

と
な
の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約

二
六
〇
〇
冊
を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回

し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸

出
券
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借

り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時

は
下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
雨
・
暴
風
警
報
発
令
時
等
、

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

▼
目
的
＝
大
阪
府
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
指
針
に
基
づ
き
、

学
校
・
地
域
の
実
情
や
幼
児
、
児
童
、
生

徒
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
「
子
ど
も
を
守

る
大
人
の
ス
ク
ラ
ム
」
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
実
施
し
ま
す
▼
実
施
予
定
事
業
＝

一
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
推
進
月
間
（
六

月
）
と
し
て
▽
警
察
、
青
少
年
指
導
委
員
、
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※ふるって、ご利用ください。

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
幡代老人集会場
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
６月 ７月

ステーション名 時間
巡回日

６月 ７月
水
水
木
木
金
金
水

1：30～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：00～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

3日17日
3日
4日
4日
5日
5日

17日
18日
18日

10日

19日
19日
24日

5日19日
5日
6日
6日
7日
7日

19日
20日
20日

12日

21日
21日
26日

11日
10日

11日
12日
12日

24日
25日
25日
26日
26日

13日
12日

13日
14日
14日

26日
27日
27日
28日
28日

1

2

2

9

4

3 4

5

5

6

6

7 83

10

10

30

24

11

18 19 20 21 2216

23 25 26 27 28 29

12 13 14 15

市
税
は
納
期
内
に
必
ず

お
納
め
く
だ
さ
い

老
人
保
健
の
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

子
ど
も
の
安
全
確
保
推
進

事
業
を
実
施
し
ま
す

農
地
転
用
許
可
等
の
申
請

締
切
日
を
変
更
し
ま
す

月
日 

６
月
26
日
� 

▼
兎
田
老
人 

集
会
場
▼
西 

信
達
公
民
館 

▼
馬
場
▼
幡 

代
▼
岡
中
各 

老
人
集
会
場 

６
月
27
日
� 

実
施 

場
所 



市
営
浴
場
若
松
湯
の
改
修
工
事
が
完

了
し
、
五
月
一
日(

水)

か
ら
営
業
を
再
開

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
浴
場
名
＝
市
営
浴
場
・
若
松
湯

わ
か
ま
つ
ゆ

▼
所

在
地
＝
泉
南
市
樽
井
八
丁
目
六
番
三
号

▼
営
業
時
間
＝
午
後
四
時
〜
午
後
十
一

時
（
但
し
、
入
浴
受
付
は
午
後
十
時
半

ま
で
）
▼
定
休
日
＝
毎
月
第
二
、
四
木

曜
日
▼
入
浴
料
＝
▽
十
二
歳
以
上
の
方

は
二
五
〇
円
▽
十
二
歳
未
満
の
方
は
一

〇
〇
円
▽
敬
老
入
浴
（
六
十
五
歳
以
上

の
方
）
は
一
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
敬
老

入
浴
証
は
市
立
鳴
滝
解
放
会
館
（
樽
井

九
丁
目
十
六
の
二
・
(83)
６
４
４
７
）
で

発
行
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
ま
た

は
健
康
保
険
証
等
の
氏
名
、
年
齢
等
を

確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
お
詫
び
と
訂
正
＝
広
報
せ
ん
な
ん
五

月
号
（
四
四
三
号
）
十
六
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
若
松
湯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
記
事
中
に
お
い
て
、
入
浴
料
の
敬
老

入
浴
が
六
十
五
未
満
と
掲
載
さ
れ
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
六
十
五
歳
以
上
で
す
。

訂
正
し
ま
す
と
と
も
に
紙
上
よ
り
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
▽

同
和
対
策
室
（
(83)
０
０
０
１
・
内
線
284
）

▽
市
立
鳴
滝
解
放
会
館
（
(83)
６
４
４
７
）
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若
松
湯
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

駐車サービスをご利用く
ださい
空港島内の駐車場（Ｐ

１～Ｐ４）の駐車券をお

持ちになり、エアロプラ

ザ内の飲食・物販店で

1,000円以上をお買いあげ

いただいたお客さまに

「駐車１時間無料サービ

ス券（当日限り有効）」

を発行しています。ふる

って、ご利用ください。

▼問合せ＝エアロプラザ

テナント会事務局（(55)

２０３５）

記念日新聞の自動販売機
を設置しました
ご家族の誕生日の新聞

など、過去の新聞の一部

を印刷することができる

記念日新聞自動販売機を

設置しました。

▼設置場所＝▽旅客ター

ミナルビル３階中央ロイ

ヤルキャフェテリア前

（読売新聞）▽旅客ター

ミナルビル２階中央案内

カウンター南側（毎日新

聞）▼利用時間＝午前７

時～午後10時▼料金＝一

枚300円▼問合せ＝関西

国際空港株式会社広報課

（(55)２２０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.25

朝、一丘中学校に登校すると、中庭の花壇いっぱいに
咲き誇る花が目にうつり、みんなの心を和ませてくれま
す。一方、体育館ではバスケットボール部、中庭では吹
奏楽部、グラウンドでは野球部、サッカー部等々が早朝
から元気よく練習しています。そんな中、登校するみん
なは、美しい花を見ながら、また、生き生きと練習に励
んでいる姿を目にしながら、毎日をスタートしています。
●校区小学校との連携●
▼体験入学＝昨年２月に体験入学を実施しました。卒業
をひかえた３小学校（新家小学校、一丘小学校、新家東
小学校）の６年生全員が一丘中学校で半日、楽しく学ぶ
英語の模擬授業とクラブ活動を体験しました。これまで
小学生からは、中学生のお兄さん・お姉さんは少し恐い
のでは‥とちょっぴり不安もありましたが、体験入学を
実施することで小学生の意識も随分と変わり、大変ご好
評をいただきました。今年度も体験入学の実施を予定し
ています。
●職業体験学習●
昨年も２年生の生徒たちが46事業所（職場）のご協力

をいただき、２日間の職業体験学習を実施しました。こ

の体験学習を
通して生徒た
ちが仕事の大
切さや働くこ
との大変さと
喜びを身をも
って体験し、
将来の自分自
身の人生を見
つめ、考える
力（生きる力）を養うことをめざしています。生徒たち
も２日間の貴重な体験の中で、「私の将来の夢を持たせ
てくれた」「私の心がキラリと輝いたひとときでした」
「仕事の大変さがわかった」等々の感想を寄せています。
今年も11月に実施を予定していますので、ご協力をお願
いします。
●一丘中学校として●
地域の中の学校、地域のための学校づくりをめざして

います。保護者、地域の皆さまには、今後ともご支援・
ご協力をお願いします。▼問合せ＝指導課（内線277)

～積極的な連携をめざして～一丘中学校 
一丘中学校 

六
月
一
日(
土)

か
ら
六
月
三
十
日(

日)

ま
で
の
期
間
、
大
阪
府
内
に
お
い
て
ゴ

キ
ブ
リ
駆
除
強
化
月
間
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ゴ
キ
ブ
リ
に
よ
る
感
染
症
や
食
中

毒
を
防
止
し
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確

保
を
目
的
に
、
市
役
所
環
境
整
備
課
で

は
期
間
中
に
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
剤
（
数
量

に
限
り
が
あ
り
ま
す
）
を
ご
希
望
の
方

に
配
付
し
ま
す
。
駆
除
剤
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
環

境
整
備
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
241
）

六
月
一
日(

土)

〜
三
十
日(

日)

は
土
砂

災
害
防
止
月
間
で
す
。
近
年
、
異
常
な

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
土
石
流
、
が
け
崩

れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
人

命
・
家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
土
砂
災
害
の
発

生
し
や
す
い
長
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
や
避
難

場
所
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
頃
か
ら
天
気
予
報
な
ど
に
関
心
を

持
ち
ま
し
ょ
う
＝
台
風
時
や
集
中
豪
雨

時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
で
天
気
予
報
を
確
認
し
て

気
象
の
変
化
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

▼
避
難
場
所
・
避
難
経
路
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
＝
家
族
で
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
避
難
時
は
女
性
や

子
ど
も
を
優
先
し
、
家
族
が
離
れ
て
い

る
場
合
の
集
合
場
所
や
安
全
の
確
認
方

法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
▼
緊
急
時

の
携
行
品
は
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
＝
緊
急
時
に
備
え

て
貴
重
品
、
洋
服
や
下
着
、
非
常
用
食

料
等
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
停

電
に
備
え
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
の
準
備

も
大
切
で
す
。
荷
物
は
避
難
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
、
持
ち
出
し
易
い
よ
う

必
要
最
小
限
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
▼
問

合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
563
）

警
察
で
は
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
の
ご

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
女
性
捜
査
官
制
度
＝
性
犯
罪
の

被
害
者
の
方
に
は
、
原
則
と
し
て
女
性

捜
査
官
が
対
応
し
ま
す
▼
ウ
ー
マ
ン
ラ

イ
ン
＝
性
犯
罪
の
相
談
に
女
性
警
察
官

が
対
応
し
ま
す
▼
被
害
者
連
絡
制
度
＝

被
害
者
の
方
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し

ま
す
▼
被
害
者
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＝
被

害
者
の
方
の
心
の
痛
み
を
い
や
し
ま
す

▼
被
害
少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
＝
子
ど

も
た
ち
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す

▼
犯
罪
被
害
給
付
制
度
＝
殺
人
や
傷
害

な
ど
の
被
害
を
受
け
た
方
や
遺
族
に
対

し
て
、
国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
手
続

き
の
相
談
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署

（
(71)
１
２
３
４
）

泉
南
ふ
く
し
21
は
、
市
内
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
広
く
住

民
が
参
加
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
は

か
り
、
住
民
主
体
で
地
域
の
高
齢
者
等

の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
会
で
す
。

泉
南
ふ
く
し
21
の
活
動
等
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
高

齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
307
）
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六
月
は
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除

強
化
月
間
で
す

防
ご
う
土
砂
災
害
！
六
月

は
土
砂
災
害
防
止
月
間

犯
罪
被
害
者
の
方
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

泉
南
ふ
く
し
21
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
員
を
募
集
し
ま
す

市税滞納者は一部の補助金等が受けられなくなります

泉南市では現在、入札参加資格申請等の申
請時に納税証明書の添付を義務づけています
が、昨今の市税収入状況をふまえて、納税意
識の高揚と行政サービスの公平性を図るた
め、扶助的性格をもつ補助金など個人生活に
著しい影響を与えるものを除いて、今年度よ
り補助金等の交付申請時に納税証明書（完納
証明書）の添付を義務づけることとしました。
▼納税証明書添付義務づけの必要性
一、行政サービスを受ける前提＝各種融資制
度利子補給や補助制度の補助金の財源は、ほ
とんどが市税によって賄われており、これら
の制度を利用する市民の皆さんに行政サービ
スを受ける前提として、市税の納付は当然に
求められるべきものと考えられます。
二、市税滞納の未然防止＝市税の徴収率の向
上・収入未済額の縮減は本市の緊急課題であ
り、市に提出いただく各種申請に際し、「市
税に未納がないことを証する納税証明書」の
添付を要件とすることは、滞納の未然防止や
納付促進に有効であると考えられます。
▼既に納付を義務づけているものの名称・担
当課＝▽建設工事一般競争（指名競争）参加

資格審査申請・契約検査課▽測量コンサルタ
ント等一般競争（指名競争）参加資格審査申
請・契約検査課▽物品関係指名競争入札等参
加資格審査申請・契約検査課▽ビル管理等一
般競争（指名競争）参加資格審査申請・契約
検査課▼今年度より市税完納証明書の添付を
義務づけるものの名称・担当課＝▽水洗便所
改造資金融資あっせん利子補給申請・下水道
課▽生ごみ減量化等処理機器購入補助金交付
申請・清掃課▽中小企業資金あっせん融資申
込・地域振興課▽中小企業資金あっせん融資
利子補給申請・地域振興課▽中小企業資金あ
っせん融資信用保証料補給申請・地域振興課
▽中小企業退職金共済掛金補助申請・地域振
興課▽鮮魚小売商対策資金融資利子補給申
請・地域振興課▽鮮魚小売商対策資金融資信
用保証料補給申請・地域振興課▽中小企業事
業資金融資利子補給申請・地域振興課▽企業
誘致促進条例奨励金交付申請・地域振興課▽
幼稚園就園奨励費補助金交付申請・学務課▼
その他＝各申請手続等については各担当課へ
お問い合せください
▼問合せ＝行財政改革推進室（内線303）



で
な
く
、
洗
濯
に
も
役
立
ち
ま
せ
ん
▼

大
気
を
汚
さ
な
い
た
め
に
＝
毎
月
二
十

日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
で
す
。
マ
イ

カ
ー
通
勤
、
通
学
を
や
め
て
電
車
や
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
自
動
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、

よ
り
低
公
害
な
自
動
車
の
利
用
を
推
進

し
、
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
ま

し
ょ
う
▼
騒
音
を
出
さ
な
い
た
め
に
＝

ピ
ア
ノ
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
カ
ラ
オ

ケ
等
の
夜
遅
く
ま
で
の
使
用
は
や
め
、

音
量
も
下
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
や
お
風
呂
の
湯
沸

か
し
器
は
時
々
点
検
し
、
異
常
な
音
が

出
て
い
な
い
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
▼
そ

の
他
環
境
を
守
る
た
め
に
＝
地
球
に
や

さ
し
い
エ
コ
・
マ
ー
ク
付
き
の
商
品
を

使
い
ま
し
ょ
う
▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備

課
（
内
線
228
）

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ
る
苦
情
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ

て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン

を
持
ち
帰
り
、
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整

備
課
（
内
線
241
）
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ペ
ッ
ト
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

地球温暖化、大気汚染、
水質汚濁など地球環境の悪
化は、私たちの身近な問題
として各方面で取り上げら
れています。泉南市では、
このような問題の解決の一
助とするため、昨年に引き
続き「第２回環境実践アイ
デア大賞」として、環境を
守るためのアイデアを募集
します。
▼応募資格＝市内在住、在
勤者のアイディアに限る
（個人、団体、法人は問わな
い）▼応募方法＝ハガキま
たは封書に実践アイディア
（様式は自由）と住所、氏名
（団体名、法人名）、電話番
号を記入の上、〒590－0592
（住所不要）泉南市役所環境
整備課まで▼応募期間＝９
月末日まで▼表　彰＝個人、

団体の部門別に▽アイディ
ア大賞（１人）▽優秀作
（１人）▽佳作（若干名）を
11月頃に発表する予定です
▼その他＝優れた作品は、
広報せんなんで紹介する予
定です▼昨年受賞作の主な
内容＝一、個人の部▽大
賞・流し台の油汚れはレモ
ンの輪切りで▽優秀賞・
「着た」から洗濯、ではない
ですよ▽同・廃油に米ぬか
を入れればいい肥料になり
ます▽佳作・生ごみを肥料
化するグループ活動をして
います▽同・無洗米は環境
にやさしいですよ二、団体
の部▽佳作・ホタルの実態
調査を通して環境問題活動
を行っています。
▼問合せ＝環境整備課（内
線358）

環境実践アイデアを募集します環境実践アイデアを募集します

平成13年４月１日から家電リサイクル法が施行されてい
ます。家電４品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）
については、次のとおり市内許可業者または小売店にご依
頼ください。
▼買い換える場合＝買い換える店に、引き渡してください。
▼廃棄する場合＝一、以前、製品を買った店に連絡の上、
引き渡してください。
二、義務外品については、以前製品を買った店が廃業、ま
たは他府県から転入などで、販売店への引渡が困難な場合
は、家電４品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）を
収集運搬できる許可業者または次の小売店に依頼してくだ
さい。
▼収集運搬できる許可業者＝▽鍵本産業(株)（樽井９－５－
３・(84)５２７７）▽㈲ハナニシ（信達市場2661－４・(84)
５３８３）▽(株)石橋組（男里５－12－17・(82)６１１１）
▽(株)松岡運輸（北野１－６－10・(83)３１３１）▽(株)上
治商店（樽井７－10－４・(83)６２１５）▽(株)関西ビステ
ム（馬場１－８－27・(84)４４４８）▽大泉衛生(株)（信達
牧野768－２・(84)３３８４）▽(株)ヒロミ・テック（信達市
場2661－４・(83)４４５０）▽(株)ダイショウ（信達牧野
584－２・(83)９４９５）▽㈲ホウザン環境（信達市場
2661－４・(85)３８８６）

▼収集運搬協力小売店＝▽上林電業社（信達市場2092・(82)
１５５５）▽(株)三幸デンキ（樽井１－２－９・(82)２７５
６）▽(株)小川電気（樽井５－18－14・(83)２６５８）▽㈲
せんなん電気（樽井４－31－１・(83)１４１４）▽正侑電商
（幡代１－22－14・(83)０２９５）▽ウイングスはまおか
（信達牧野597－２・(83)７８６８）
▼引き渡しに必要な費用＝再商品化等料金＋収集運搬料
金＋消費税
※注　意＝それぞれの金額と支払い方法等については、メ
ーカーや小売店によって異なる場合があります。

家電４品目は不燃ごみとして収集できません

不法投棄は法律違反で罰せられます
家電リサイクル４品目（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン）
等の不法投棄は近隣への迷惑になることはもちろん、しみ出し
た重金属等の有害物質による土壌汚染など環境にも著しい悪影
響を与えます。
不法投棄は廃棄物の処理及び清掃に関する法律によって固く

禁じられており、違反した場合には一、５年以下の懲役二、
1,000万円以下の罰金三、５年以下の懲役と1,000万円以下の罰金
の両方という罰則規定も設けられています。
家電製品は永く、大切に使用し、役割を終えた後は家電リサ

イクル法に基づき、家電小売業者等に引き取ってもらう等、適
正に処理しましょう。

今
年
度
も
六
月
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
泉
南
市

の
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
算
出
方
法
＝
泉
南
市
の
国
民
健
康
保

険
税
は
次
の
一
、
〜
四
、
の
計
算
式
の

合
計
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

一
、
所
得
割
＝
所
得
に
対
し
て
賦
課
さ

れ
る
保
険
税
で
す
。
基
準
と
な
る
の
は

当
該
年
度
の
市
民
税
額
で
、
料
率
は
四

五
〇
／
一
〇
〇
で
す
。（
同
様
に
介
護
分

は
六
〇
／
一
〇
〇
を
乗
じ
ま
す
）
二
、

資
産
割
＝
泉
南
市
内
に
所
有
す
る
固
定

資
産
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
る
保
険
税
で

す
。
基
準
と
な
る
の
は
当
該
年
度
の
固

定
資
産
税
額
（
都
市
計
画
税
を
除
く
）

で
、
料
率
は
六
七
／
一
〇
〇
で
す
。（
介

護
分
は
四
・
九
／
一
〇
〇
）
三
、
均
等

割
（
人
数
割
）
＝
加
入
被
保
険
者
一
人

あ
た
り
の
保
険
税
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
加
入
し
て
い
れ
ば

必
ず
年
間
に
、
三
一
三
四
〇
円
が
賦
課

さ
れ
ま
す
。（
介
護
分
は
年
間
五
七
六
〇

円
で
す
）
四
、
平
等
割
（
世
帯
割
）
＝

加
入
世
帯
一
世
帯
あ
た
り
の
保
険
税
で

す
。
加
入
人
数
で
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

必
ず
年
間
に
四
〇
〇
九
〇
円
が
賦
課
さ

れ
ま
す
。（
介
護
分
は
年
間
三
六
〇
〇
円

で
す
）

一
、
＋
二
、
＋
三
、
＋
四
、
＝
が
年

間
保
険
料
で
す
。
こ
の
計
算
式
で
医
療

分
の
限
度
額
は
四
十
六
万
円
で
、
介
護

保
険
分
に
つ
い
て
は
、
七
万
円
と
な
り

ま
す
。
介
護
分
に
つ
い
て
は
、
四
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
介
護
保
険
第
二

号
被
保
険
者
に
該
当
さ
れ
る
方
の
み
賦

課
さ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
で
の
異
動
は
、

月
割
で
未
加
入
期
間
を
控
除
し
ま
す
。

保
険
税
の
納
期
数
は
十
期
に
な
っ
て

お
り
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
は
暫
定
賦

課
額
で
す
。
十
月
に
賦
課
額
が
確
定
し

ま
す
が
、
そ
の
際
に
法
令
で
定
め
ら
れ

た
範
囲
で
、
低
所
得
世
帯
に
は
均
等

割
・
平
等
割
が
軽
減
措
置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
無
保
険
状
態
か
ら
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
最
大
で
三
年

間
分
の
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
納

め
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
291
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め

や
不
登
校
な
ど
、
心
の
問
題
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
受
け
と
め
、
遊

び
や
対
話
を
通
し
て
、
情
緒
の
安
定
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か

な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
力
を
つ
け

る
た
め
に
、
無
償
で
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
メ
ン
タ
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
家
庭
や
学
校
の

要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
子
ど
も
の

状
態
に
応
じ
て
▼
家
庭
訪
問
＝
児
童
生

徒
の
家
庭
を
訪
問
し
、
子
ど
も
や
そ
の

家
族
の
話
相
手
に
な
っ
た
り
、
一
緒
に

遊
ん
だ
り
す
る
活
動
▼
メ
ー
ル
交
換
＝

手
紙
や
Ｅ
メ
ー
ル
の
交
換
に
よ
る
支
援

▼
学
校
訪
問
＝
学
校
に
直
接
訪
問
し
、

不
登
校
気
味
で
あ
っ
た
り
、
保
健
室
登

校
を
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
学

校
の
先
生
の
指
示
の
も
と
、
学
習
支
援

や
授
業
サ
ポ
ー
ト
、
話
相
手
と
し
て
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
登
録
資
格
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
登
録
し
て
い
た
だ
け
ま
す
▼
登
録
手

続
き
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
、
教
育
委

員
会
指
導
課
（
内
線
277
）

平
成
十
五
年
度
よ
り
身
体
障
害
者

（
児
）
及
び
知
的
障
害
者
（
児
）
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
支
援
費
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す
。
支
援
費
制
度
に
係
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
（
大
阪
市
・
堺

市
に
の
み
事
業
所
が
あ
る
業
者
は
除
く
）

の
指
定
申
請
を
七
月
か
ら
開
始
す
る
に

あ
た
り
、
指
定
基
準
や
申
請
手
続
き
等

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
十
八
日(

火)

▽
午
前
十
一

時
〜
▽
午
後
一
時
半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
ク

レ
オ
大
阪
中
央
（
地
下
鉄
谷
町
線
・
四

天
王
寺
前
夕
陽
ヶ
丘
）
▼
定
員
＝
一
〇

〇
〇
人
（
先
着
順
）
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
六
月
十
日(

月)

（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
団
体
名
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
車

椅
子
を
ご
利
用
の
方
は
そ
の
旨
を
明
記

の
上
、
〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇
大
阪
府

障
害
保
健
福
祉
室
・
支
援
費
準
備
グ
ル

ー
プ
ま
で
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
障
害
保

健
福
祉
室
・
支
援
費
準
備
グ
ル
ー
プ

（
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
／
fax
06
・

６
９
４
４
・
６
６
７
４
）

今
日
の
都
市
・
生
活
型
公
害
や
地
球

環
境
問
題
に
代
表
さ
れ
る
課
題
を
克
服

し
、
次
世
代
に
よ
り
よ
い
環
境
を
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
が
一
人

ひ
と
り
が
取
り
組
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
川
や
海
を
汚
さ
な
い
た
め
に
＝
生
活

排
水
の
浄
化
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
台

所
の
流
し
に
は
、
目
の
細
か
い
網
（
水

切
り
袋
）
を
つ
け
て
、
調
理
く
ず
な
ど

が
直
接
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
、
肥
料

と
し
て
土
に
戻
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
用
油
は
使
い
切
る
か
、
紙
な

ど
で
拭
き
取
る
な
ど
し
て
、
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
油
の
汚
れ
は
、

み
そ
汁
の
三
十
倍
の
汚
れ
と
な
り
ま
す
。

洗
濯
の
と
き
は
、
粉
せ
っ
け
ん
を
正
し

く
計
っ
て
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

余
分
な
洗
剤
は
、
川
や
海
を
汚
す
だ
け

16

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定

方
法
を
ご
存
じ
で
す
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？

油
汚
れ
は
み
そ
汁
の
30
倍

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
制
度

事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す



〜
神
戸
の
地
を
訪
ね
る
〜

ル
ミ
ナ
リ
エ
と
港
町
の
華
や
か
な
影

に
虐
げ
ら
れ
た
人
々
の
「
思
い
」
が
残

さ
れ
て
い
る
町
「
神
戸
」
。
そ
し
て
、

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
爪
跡
を
訪
ね
ま
す
。
そ
こ

か
ら
立
ち
上
が
り
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

励
む
人
々
か
ら
、
私
た
ち
が
何
を
学
び
、

何
を
伝
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
九
日(

土)

▽
Ｊ
Ａ

雄
信
達
支
店
前
（
午
前
七
時
半
）
▽
樽

井
駅
前
（
午
前
七
時
四
十
五
分
）
▽
Ｊ

Ａ
西
信
達
支
店
横
（
午
前
八
時
）
▼
コ

ー
ス
＝
泉
南
市
〜
長
田
区
役
所
震
災
資

料
室
〜
長
田
神
社
馬
場
先
鳥
居

な
が
た
じ
ん
じ
ゃ
ば
ば
さ
き
と
り
い

〜
六
番

町
〜
足
湯

あ
し
ゆ

〜
南
京
町

な
ん
き
ん
ま
ち

（
昼
食
）
〜
戦
没

し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
〜
神
戸
港
震

災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
〜
泉
南
市
▼
講

師
＝
伊
ヶ
崎
淑
彦

い
か
さ
き
よ
し
ひ
こ

さ
ん
（
歴
史
研
究
家
）

▼
参
加
費
＝
無
料
。
但
し
、
昼
食
は
各

自
ご
負
担
く
だ
さ
い
▼
定
員
＝
二
十
五

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
▼

申
込
み
＝
六
月
十
九
日(

水)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
校
区
、

氏
名
、
電
話
番
号
、「
二
十
九
日
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
希
望
、
手
話
通
訳
希

望
（
必
要
な
場
合
）
を
明
記
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉

南
市
役
所
人
権
啓
発
課
へ
▼
問
合
せ
＝

人
権
啓
発
課
（
(83)
０
０
０
１
・
内
線

237
／
fax
(83)
９
７
２
４
）

人権シリーズ人権シリーズ
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樽
井
・
雄
信
・
西
信
達
校
区

人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

差別のない明るい町をつくるために‥差別のない明るい町をつくるために‥

人権教育講座�に参加しませんか人権教育講座�に参加しませんか

泉南市では、人権擁護
委員による人権相談を開
設し、市民の皆さんに人
権に関する様々なご相談
に応じています。そして、
全国人権擁護委員連合会
では、６月１日を「人権
擁護委員の日」と定め、
この日を中心として皆さ
んとともに一層の人権尊
重思想の啓発に努めるこ
ととしています。
泉南市にも市長から推

薦され、法務大臣に委嘱
された人権擁護委員の
方々が活躍されています。
市民の皆さんの身近な相
談役「人権擁護委員」さ
んをご紹介します。

▼氏名・住所・電話番
号＝▽真鍋正子

ま な べ ま さ こ

さん（樽
井５丁目22番３号・(83)２
７７５）▽亀岡弘

かめおかひろし

さん
（岡田５丁目22番５号・
(84)３２８７）▽藤田小夜

ふ じ た さ よ

子
こ

さん（信達市場31番地
の466）▽枡　亀

ますのすすむ

さん（鳴
滝１丁目15番７号・(83)２
９１６）▽古谷美枝子

ふ る や み え こ

さ
ん（男里５丁目５番20
号・(84)２４７２）▼人権
相談開設日＝毎月第３金
曜日午後２時～４時▼開
設場所＝市役所市民相談
室▼その他＝人権相談は
無料で、秘密は厳守され
ます▼問合せ＝人権啓発
課（内線212）

泉南市教育委員会、同人権啓発推進協議
会、同ＰＴＡ協議会では、平成14年度人権
教育講座�を開催します。豊かに出会い、
つながりあっていきませんか。そして、家
庭、地域、学校、職場など、それぞれの
「生活の場」で人権文化を創造しましょう。
▼とき・内容・講師＝次表のとおり▼とこ
ろ＝樽井公民館他▼対象＝泉南市市内在
住・在勤の方、泉南市内の学校・幼稚園・
保育所のＰＴＡ関係者▼定員＝各講座40人

（但し、第４講座は申込みされた方の中か
ら25人を抽選し、７月15日(月)頃に案内を
送付します）▼参加費＝無料。但し、第４
講座は昼食の用意と保険料が必要です。詳
細は当選者にお知らせします▼申込み＝７
月１日(月)までに、お電話またはハガキで
〒590－0592（住所不要）泉南市教育委員
会・生涯学習課へ▼その他＝４講座通しの
受講でなくても参加できます▼問合せ＝生
涯学習課（内線217）

日　時 内　容 講　師 
開講式・第１講座 
７月３日�午後２時～４時 
第２講座 
７月11日�午後２時～４時 
第３講座 
７月17日�午後２時～４時 
第４講座　７月25日� 
午前９時～午後４時 

児童虐待の事例と対応から（仮） 

貝塚市「北校区ふれあいルーム」からの報告 
～世代間交流で、咲かそういろいろな花～ 
日本で暮らす外国人はいま 
～国籍、文化のちがいを越えて～ 
人権フィールドワーク※午前９時に市役所集合 
ダッシュツアー（地場産業の人造真珠とガラス細工づくり／和泉市） 

坪田真起子さん 
（岸和田子ども家庭教育センター） 
櫛田幸子さん 
（貝塚市北校区ふれあいルーム委員長） 
田村太郎さん 
（多文化共生センター） 
広瀬聡夫さん 
（人権NPO法人ダッシュ） 

あなたの身近な相談役です‥

人権擁護委員を紹介します

田又 
土 

〜
働
く
の
は
私
！

私
自
身
を
見
て
く
だ
さ
い
〜

就
職
試
験
の
面
接
で
、
こ
ん
な
こ
と

を
聞
い
た
、
あ
る
い
は
聞
か
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？
家
族
の
職
業

を
言
っ
て
く
だ
さ
い
▼
あ
な
た
の
住
ん

で
い
る
地
域
は
、
ど
ん
な
環
境
で
す
か

▼
お
父
さ
ん
（
お
母
さ
ん
）
が
い
な
い

よ
う
で
す
が
、
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か

▼
尊
敬
す
る
人
物
を
言
っ
て
く
だ
さ
い

▼
結
婚
、
出
産
後
も
働
き
続
け
ら
れ
ま

す
か
（
女
性
に
対
し
て
の
質
問
）

家
族
の
出
身
地
や
職
業
等
が
、
面
接

を
受
け
る
人
の
就
職
に
関
係
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
思
想
・
信
条
等
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
個
人
の
自
由

権
に
属
す
る
こ
と
で
す
。
就
職
の
面
接

で
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と
は
、

本
人
の
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自
由

で
あ
る
べ
き
事
項
で
、
応
募
者
を
判
断

す
る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
採
用
選
考

で
は
、
次
の
二
点
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
、「
人
を
人
と
し
て
み
る
」
人
間
尊

重
の
精
神
、
す
な
わ
ち
応
募
者
の
基
本

的
人
権
を
尊
重
す
る
。

二
、
応
募
者
の
も
つ
適
性
、
能
力
を
基

準
と
し
、
そ
の
人
の
資
質
や
長
所
を
見

い
だ
す
こ
と
を
通
じ
て
行
う
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

応
募
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
な
ど

の
取
り
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の

権
利
利
益
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
阪
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
就
職
差

別
の
撤
廃
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
平
成
十
年
に
「
大
阪
府
部
落
差
別

事
象
に
係
る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す

る
条
例
」
に
違
反
す
る
事
件
が
発
覚
し
、

今
な
お
、
応
募
者
本
人
の
適
性
と
能
力

に
基
づ
か
な
い
採
用
選
考
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
二
十

一
世
紀
を
迎
え
、
応
募
者
の
基
本
的
人

権
を
尊
重
し
、
就
職
の
機
会
均
等
を
保

障
す
る
と
い
う
「
月
間
」
事
業
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
就
職
差
別
を
無
く
す
た

め
、
本
年
も
六
月
を
「
就
職
差
別
撤
廃

月
間
」
と
定
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
集
中
的
に
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

泉
南
市
で
は
、
就
職
差
別
撤
廃
月
間

中
の
取
組
み
と
し
て
、
街
頭
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
四
日(

火)

▼
と
こ
ろ
＝

南
海
樽
井
駅
前
と
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
前

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
583
）

ま
た
、
大
阪
府
で
も
、
就
職
差
別
一

一
〇
番
事
業
と
し
て
、
電
話
等
に
よ
り
、

府
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
就
職
差
別
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
開
設
期
間
＝
六
月
十
九
日(

水)

〜
二

十
一
日(

金)

▼
開
設
時
間
＝
午
前
十
時

〜
午
後
六
時
▼
相
談
電
話
番
号
＝
06
・

６
９
４
４
・
１
０
３
３
／
fax
06
・
６
９

４
４
・
６
７
５
８
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪

府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室
（
06
・
６

９
４
１
・
０
３
５
１
／E

-m
ail:koyous

uishin-g03@
sbox.pref.osaka.jp
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し
な
い
さ
せ
な
い
就
職
差
別

６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

今年はサッカーワールド
カップの日韓共同開催には
じまり、日韓両国の新たな
交流を図ることを目的に
「2002年日韓国民交流年」と
定められています。そこで、
わが国にとって、地理的に
も歴史的にも最も近い隣国
について、観光だけでは見
ることのできない、日常生
活の部分も含めてふれてみ
たいと思います。
今回は、泉南市在住の河

延龍（ハ ジョン ヨン）さん
に、日本と韓国の生活の比
較、韓国の現在の様子など
をお話いただくとともに、
国立民族学博物館での日韓
共同開催特別展「2002年ソ
ウルスタイル」の見学会を

企画しています。
▼とき・ところ＝▽第１講
座は７月６日(土)午前10時
～・樽井公民館▽第２講座
は７月13日(土)午後０時半に
市役所へ集合し、国立民族
学博物館を見学、午後６時
市役所帰着▼講師＝河延龍
さん▼定員＝25人（多数の
場合は抽選）▼参加費＝無
料▼申込み＝６月14日(金)
（必着）までに、往復ハガキ
に住所、氏名、電話番号、
「ソウルスタイル」参加希望、
手話通訳希望（必要な場合）
を明記の上、〒590－0592
（住所不要）泉南市役所人権
啓発課まで▼問合せ＝人権
啓発課（(83)０００１・内線
212／fax(83)９７２４）

2002年日韓国民交流年記念
ヒューマンライツセミナー

▲早朝からの駅頭啓発



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.６）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

風しんの予防接種 

日本脳炎の予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４カ月児健康診査 

１歳６カ月児健康診査 
３歳６カ月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６カ月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

随　時 
市内の各医療 
機関 

随　時 
市内の各産婦人 
科医院 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�６月５日� 
�７月３日� 

�平成14年１月生 
�平成14年２月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

６月26日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成12年11月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

６月12日� ▼平成10年11月生 

６月20日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年５月生 

歯みがき教室 ６月27日� 
午後１時～１時20分 

▼平成12年４月生 
▼平成12年10月生 

６月27日� 
午後１時半～２時 

▼平成11年11月生 

６月13日� 
午後１時半～２時半 

今月はありません 

６月10日�、６月19日� 
午後１時半～２時半 

時間は午後１時半～２時半。生後３カ月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期は、３歳～７歳６カ月未満。�初回接種は、約１～４週間 
隔で２回。�追加接種は、２回目の接種終了後、約１年後に１回。 
第２期は９～13歳未満、第３期は14～16歳未満。対象年齢内に１ 
回接種してください。 

第１期（３種混合）は、生後６カ月～７歳６カ月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６カ月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12カ月～７歳６カ月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

６月６日�　スカイシティオークワ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時 
▽成分献血の受付は午前10時～11時、 
　午後１時～３時まで 

成分献血は１人約40～50分かかりますので、事前に 
保健センター（��7615）へお申込みください。 
なお、大阪府内の当日と翌日の献血場所は、 
�0120－524133でご案内しています。泉南市献血推進協議会 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。 
事前予約が必要です。 

６月３日�、10日�、17日�、 
24日�の各午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

�６月７日��７月５日� 
午後１時半～３時 

６月18日� 
６月25日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２ 
歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実 
施。歯みがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食 
等。予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記 
用具、問診票。※今月受診できない人は、対象月より 
３ヵ月以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５ヵ月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９ヵ月～１歳未満 ４カ月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第１、３火曜日 
▼北野区民センター第２、４火曜日 
▼保健センター第２、４木曜日 
いずれも午後２時～１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持と閉じこもり防止をめざします。 
直接、会場へお越しください。 

40歳以上で簡単な集 
団体操に参加でき、 
自力又は家族の送迎 
で参加できる方 

▼40歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

▼30歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血検査２日法。※できるだけセットで受けてください。 
健康手帳を持参の上、直接医療機関受付へ申し込んでください。 
※直接医院受付に申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）（信達牧野361－10／�83－2357） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／�83－2505）▼宮城医院・婦人科 
（信達市場31－311／�82－7019）▼栃原皮膚科医院・婦人科（信達大 
　苗代62－44－213／�82－5702）▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜 
　午前中のみ）（りんくう南浜３－７／�80－5618） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけセットで受けてください。 
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日
本
の
部
位
別
が
ん
の
第
一

位
は
肺
が
ん
で
す
。
毎
年
一
回

は
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
日(

木)

、

七
月
十
八
日(

木)

、
八
月
二
十

九
日(

木)

、
受
付
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民
▼
内

容
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影
、
必
要
な

方
に
は
喀
痰
検
査
▼
そ
の
他
＝

事
前
予
約
が
必
要
で
す
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

寝
た
き
り
・
閉
じ
こ
も
り
に

な
ら
ず
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み

な
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
を
目
標
に
、
新
家
・
北
野

地
区
で
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
五
月
か
ら

は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
体
操

や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
時
間
を
一

緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
・
内

容
＝
左
に
掲
載
の
今
月
の
健
診

（
２
０
０
２
・
６
）
の
成
人
保
健

の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
実
施
期
間
＝
平
成
十
五
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
受
け
て
く
だ

さ
い
▼
対
象
＝
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年

十
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
今
ま
で
に
風
し
ん
の
予
防

接
種
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
混
合
）

を
受
け
て
い
な
い
方
（
但
し
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
方
は
除
く
）

▼
費
用
＝
無
料
（
実
施
期
間
を

過
ぎ
る
と
有
料
と
な
り
ま
す
）

▼
実
施
場
所
・
申
込
み
＝
▽
石

神
内
科
▽
小
上
耳
鼻
科
▽
久
禮

ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
白
井
病
院
▽
栃

原
皮
膚
科
医
院
▽
長
束
ク
リ
ニ

ッ
ク
▽
西
森
医
院
▽
野
上
病
院

▽
福
本
医
院
▽
堀
越
内
科
▽
松

本
医
院
▽
松
本
内
科
胃
腸
科
▽

宮
城
医
院
▼
携
行
品
＝
健
康
保

険
証
・
母
子
健
康
手
帳
▼
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
・
１
５
７

は
、
感
染
す
る
と
体
内
で
ベ
ロ

毒
素
と
い
う
強
い
毒
素
を
産
出

し
、
血
便
を
と
も
な
い
、
腎
臓

や
脳
に
重
い
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
ま
た
、
少
量
の
菌
で

発
症
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
し

か
し
経
口
感
染
の
み
で
空
気
感

染
や
接
触
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
予
防
の
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
＝
調
理

す
る
と
き
は
手
指
を
よ
く
洗
う
。

食
器
、
調
理
器
具
も
よ
く
洗
い
、

ふ
き
ん
や
ま
な
板
は
熱
湯
等
で

消
毒
し
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使

用
し
ま
し
ょ
う
▼
迅
速
に
し
ま

し
ょ
う
＝
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ

た
め
、
調
理
後
は
で
き
る
だ
け

早
く
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
▼
加
熱
・
冷
却
し
ま
し
ょ

う
＝
細
菌
は
十
分
に
加
熱
す
れ

ば
死
滅
し
、
冷
却
す
れ
ば
繁
殖

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
理
や
保
存
方
法
を
工
夫
し
、

安
全
な
食
生
活
で
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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肺
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す

地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

今年度から「国の緊急総合対策」として、Ｃ型
肝炎ウイルス検査を実施します。Ｃ型肝炎は、ウ
イルス感染によっておこる肝臓の病気で、感染し
ている人の血液が他の人の血液内に入ることによ
って感染します。しかし、感染していても自覚症
状がない人が多く、放置しておくと肝硬変や肝が
んに移行する場合もあります。
泉南市では、40歳以上の方を対象に実施してい

る「基本健康診査」に追加する形で、保健センタ
ーでは６月から、市内の医療機関では７月から▼
Ｃ型肝炎ウイルス検査▼Ｂ型肝炎ウイルス検査を
実施します。
▼対　象＝満40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65
歳、70歳の方で過去に肝炎ウイルス検査を受けた
方は除きます。※右表をご参照ください。
▼その他＝この検査はウイルス感染の有無を調べ

るもので、検査は１回のみとなります。過去に大
きな手術やけがをされた方も対象となりますので
ご相談ください。保健センターの基本健康診査は、
６月から平成15年１月まで、市内の医療機関では
７月から11月30日までにお受けください。なお、
受けられなかった方については来年度受けるよう
にしてください▼問合せ＝保健センター

緊急総合対策「肝炎ウイルス」検査を実施します

昭和36年4月1日～昭和37年3月31日 40歳 
対象生年月日 年　齢 

昭和31年4月1日～昭和32年3月31日 45歳 
昭和26年4月1日～昭和27年3月31日 50歳 
昭和21年4月1日～昭和22年3月31日 55歳 
昭和16年4月1日～昭和17年3月31日 60歳 
昭和11年4月1日～昭和12年3月31日 65歳 
昭和6年4月1日～昭和7年3月31日 70歳 
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４月21日に告示された泉南市議会議員補欠選挙において、定数２に対し２人が
立候補し、無投票で２人（上に掲載写真）が新しく市民の代表に選ばれ、市民と
行政のパイプ役として活躍されることとなりました。なお、配列は氏名・（ ）
内数字は４月21日現在の年齢・所属・住所の順です。

▼問合せ＝議会事務局（内線209）

新しい泉南市議会議員を紹介します

社団法人・大阪国際見本市委員会主催の第25回大阪
国際見本市（世界の特産品の展示・即売）がインテッ
クス大阪（大阪市住之江区）で開催され、泉南市から
は泉南市商工会と共同で「泉南ブランド」として売り
出し中の「水ナスの浅漬け」を出店しました。
すっかり泉州名物として定着しつつある「水ナスの

浅漬け」。店舗前の試食コーナーでは、「あっさりして
いるし、みずみずしくて美味しい」と大好評で、用意
した水ナスの浅漬けが完売してしまうほどの盛況ぶり
でした。 （５月２日～６日）

国際見本市でも大好評！
泉南ブランド「水ナスの浅漬け」

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報「南泉州行政アワー」を
映像と文字番組で放送していま
す。
但し、視聴するにはケーブル

テレビへの加入が必要です。また、視聴できない地域
がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

南泉州行政アワー 

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

市　長の 
所信表明 

４月28日�に泉南市長 
選挙が執行されました。 
市長の市政方針や取組 
みについて紹介します。 

５月21日� 
　　～ 
６月３日� 

緑いっぱい 
夢いっぱい 
ＡＢＣまつり 

４月29日・みどりの日に開催 
された第４回ＡＢＣまつり。 
たくさんの人出でにぎわった 
まつりの様子を紹介します 

６月４日� 
　　～ 
６月17日� 

６月は環境月間 
環境保全は個人 
の責任で！ 

「自然の美しさを知っている人は 
　節約をしている人です」をテー 
　マに、行政・企業・市民の立場 
　から環境について考えます 

６月18日� 
　　～ 
７月１日� 

前田千代子
ま え だ ち よ こ

さん�

日本共産党　信達牧野

中尾広城
なかお ひ ろ き

さん�

公明党　信達大苗代

危
険
物

小
さ
な
油
断
も

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
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「花と緑につつまれた、平和で文化の薫り高い美し
いまちづくり」をめざして活動しているＡＢＣ委員会
主催の第４回ＡＢＣまつりが「緑の日」に文化ホール
で開催されました。
当日は、屋内外に展示や即売のコーナーが多数設け

られ、屋外ステージでは「泉南ソーリャ」や「どんど
鼓」など４団体、ホールでは、「泉南市青少年吹奏楽
団」や「マンドリンアンサンブルはるか」など７団体
による発表が行われました。
好天にも恵まれ、人気のテントには行列ができるな

ど大変にぎわいをみせました。盛りだくさんの内容で、
参加した市民の皆さんもゴールデンウィークの楽しい
１日を過ごされたことでしょう。

（４月29日）

花と緑と文化の祭典！
第４回ＡＢＣまつり開催

地域住民の親睦を深めることを目的に、大苗代・北

野・中小路区の３区が合同で主催したフリーマーケッ

トが一岡神社境内で行われ、大勢の人出でにぎわいま

した。区の各種団体（やぐら保存会、青年団）や個人

の模擬店約28店舗が出店し、飲食物や地元で収穫され

た新鮮野菜（そらまめ、タマネギ他）、古着等の生活

用品が格安で販売されていました。

区長さんのお一人は、「こんなに多くの方にお越し

いただいて、本当にうれしいですね。来年以降もさら

にグレードアップさせて開催できれば‥」と笑顔で語

ってくれました。 （５月12日）

地域の親睦を深めたい‥
一岡神社でフリーマーケット

チ
ェ
ッ
ク

六
月
二
日(

日)

〜
六
月
八

日(

土)

は
「
危
険
物
安
全
週

間
」
で
す
。
危
険
物
と
聞
い

て
も
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う

も
の
が
危
険
物
か
わ
か
ら
な

い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

消
防
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
危
険
物
に
は
様
々
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
も
の

で
は
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン

や
軽
油
、
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
便
利
に
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
知
識
や
理
解
が
十

分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
火
災

や
事
故
が
毎
年
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。
と
く
に
ガ
ソ
リ

ン
は
、
引
火
点
が
低
く
、
揮

発
性
が
非

常
に
高
い

た
め
、
可

燃
性
蒸
気

が
拡
散
し

や
す
い
と

い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
小
さ
な
火
花
や
時

に
は
静
電
気
で
引
火
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
危
険
物

が
火
災
に
な
る
と
爆
発
を
起

こ
し
た
り
、
激
し
く
燃
焼
し

た
り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

消
火
活
動
が
困
難
と
な
り
、

付
近
へ
の
延
焼
な
ど
多
大
な

る
被
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

安
全
週
間
を
機
会
に
、
家

庭
で
も
仕
事
場
で
も
、
危
険

物
の
恐
ろ
し
さ
を
十
分
に
認

識
し
、
安
全
に
使
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
物
取
扱
者
の
方
へ
＝

危
険
物
取
扱
者
の
方
は
、
法

律
に
よ
り
危
険
物
取
扱
者
講

習
（
保
安
講
習
）
を
受
講
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
免

状
は
十
年
で
更
新
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
(85)

０
１
１
９
）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

細長い石のかけら。この遺物
は男里遺跡の双子池の調査でみ
つかりました。長さが7.6セン
チ・幅2.9センチで、手の上にの
るほどの大きさです。また、素
材は粘板岩（ねんばんがん）を
用いており、にぶい黒色をして
います。
みつかった当初は何の破片か

わからず頭を悩ませましたが、
よく観察してみると全体に丁寧
に磨かれていて、両方の縁は鋭
利に仕上げられていました。こ
れらのことから、この石のかけ
らは「石剣（せっけん）」の一部
であることが判明しました。「石
剣」は全国的にもそれほど多く
みつかるものではなく、珍しい
遺物といえるでしょう。

それではこの「石剣」はいつ
ごろのものなのでしょうか？同
時にみつかった土器やほかの遺
跡から出土した「石剣」などか
ら考えると、今から2000年前後
の昔、弥生時代中期から後期の
ものと思われます。当時の人々
が何の目的でこの「石剣」をつ
くり、どのように使ったのかは
明らかではありませんが、非常
に貴重なものであったことは確
かなようです。
この「石剣」は、古代史博物

館で開催されている企画展「発
掘！男里遺跡」で６月30日(日)ま
で展示されています。みなさん
もぜひ、ご覧になって弥生時代
に想いを馳せてみてください。
※右上の写真は復元したもの

剣が放つ黒い光‥

▼

○

○
～これはなんだろう・５～
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